








 

 52 年度の看護研究は課題の増加とともに内容もより充実したものであった。

以下、主要項目別に研究成果をまとめた。 

看護記録 

 八雲病院(佐藤ほか)は POS 導入を前年度にひきつづき実施し、患者中心の総

合的診療に役立てた。問題リスト用紙を作製し各専門職員による問題点の指摘

と評価方法およびその対策を樹立した。また、月別管理表を作り調和のとれた

療育の向上をはかった。 

 南九州病院(赤塚ほか)は看護計画を立てるにあたり十分な観察とその記録性

が極めて重要であることを強調し、症例を提示し看護記録を通して上、中、下

位目標を定め内容の充実した看護計画を立案した。 

 西奈良病院(酒井ほか)はカーデックス法の活用について改良を加えチームワ

ークの向上につとめた。 

 これら看護記録に関しては施設によるちがいはあるができれば今後全国的な

統一性がのぞまれる。 


